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〔論文審査の要旨〕 
 
 本論文は、日本の部材企業が持続的に国際的にも優位な事業展開を行うためには、どのよ
うな事業戦略が必要かを、透明電極材料を扱った企業を例にあげて詳細に分析したものであ
る。分析の結果、新たな基本戦略を見出し、さらにその結果に基づいて今後の事業展開に有
効な戦略を提言している。 
論文は 5章からなる。 
第 1 章では研究の背景として、日本企業の事業展開の最近の変化、および太陽光発電と透
明電極の基礎的情報について述べている。 
第 2 章では、太陽光発電部材企業について、まず産業構造を分析して、部材や業務に基づ
いて企業の分類カテゴリーを明示した。ついで関連企業 200 社余りを実際に分類し、そのう
ち 116社のここ 5年間の業務内容と決算状況などを調査して、代表的な 45社を選出した。45
社について詳細な分析を行い、競争力を維持している業種と競争力が低下している業種を明
確にしたうえで、各社の事業戦略について比較調査し、競争優位にある企業グループに共通
する有効な事業戦略を解析した。申請者は、さらに国際競争力で優位にある 3 社と劣位にあ
る 3 社を詳細に分析し、事業展開に有効な新たな基本戦略を見出した。すなわち、従来から
言われていた差別化戦略、標準化戦略、知財戦略に加えて、「囲い込み戦略」が重要な要素で
あることを提言している。これは、部材製品の差別化、標準化を国際的に展開して維持する
ために、その部材に必要な資源・材料を安定的に供給できる仕組みを持つことである。申請
者は、この新たな基本戦略を念頭において他の業種を分析し、また部材企業へのインタビュ
ーなどを行ってその戦略の有効性を確認した。 
第 3 章では、具体的な材料供給の現状と展望を、透明電極に必要なレアメタル資源である
インジウムを例に挙げて詳細に解析している。まず太陽光発電パネルについて、その原理と
構造、材料を述べ、その部材の一つであるインジウムを用いた透明電極の重要性が今後ます
ます高くなることを示した。続いて、世界におけるインジウム資源量を、亜鉛の埋蔵量を用
いて高い精度で推定した。インジウム供給の現状について解説し、中国の動向が重要な影響
を与える事を述べている。それに対する日本でのレアメタル対策、今後の世界におけるイン
ジウム需要、供給の見通し、リサイクルの現状などの分析を通して、インジウム供給の今後
の展望をまとめている。 
第 4 章では、透明電極材料の今後として、インジウムの新たな資源確保の可能性について
考察し、ついで代替材料となるインジウムを用いない新素材の具体的な開発動向、特許出願
状況、申請者自身が開発した新たな銅メッシュ電極などを紹介し、その展望について述べて
いる。  
第 5 章では、前章までで分析したインジウム供給の今後の展望、代替透明電極材料の開発
状況とその将来見通しなどを踏まえ、この論文で新たに提言した事業展開の基本戦略に基づ
き、今後の透明電極部材企業が取るべき事業戦略を、今後 5 年以内の短期的事業戦略とそれ
以降の長期的事業戦略にわけ、具体的に提言している。 
本研究の成果は、詳細な企業分析で新たな事業戦略を見出したこと、インジウムの需給や
代替材料の将来展望の詳細な分析、それに基づく提言など、いずれもこの分野で優れた内容
であり、学術的、社会的価値は大きいと判断され、審査員一同は、本論文の成果を高く評価
した。 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格があるもの
と認められる。 
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